































































































































































































































	特別講演
	GLOBAL PROGRAMS FOR THE PREVENTION OF COMMUNICATION DISORDERS －PAST, PRESENT AND THE FUTURE－ Yash Pal Kapur(President, Hearing International)
	愚直の一念 フィラリア制圧をめざして 尾辻義人(鹿児島県民総合保健センター)

	シンポジウムⅠ
	「タイ国における巡回耳鼻咽喉科手術の実態」 総括:佐藤喜一(在タイ日本大使館)
	1994年1月の巡回手術の現状と今後の展望 斎藤武久(福井医科大学耳鼻咽喉科)
	MOBILE EAR SURGERY IN THAILAND Soontorn Antarasena, M.D., F.A.C.S (Department of Otolaryngology Rajvithi Hospital, Ministry of Public Health Bangkok 10400, Thailand)


	シンポジウムⅡ
	「発展途上国における感染症サーベイランス」
	ARIにおけるサーベイランスの問題点 永武毅(長崎大学熱帯医学研究所内科)
	インドネシアにおけるマラリアサーベイランス 宇賀昭二(神戸大学医学部医動物学教室)
	コミュニティレベルの感染症調査－インドネシアの村人による手づくり健康センサス－ 中村安秀(東京大学医学部小児科)
	アフリカ地域における感染症サーベイランスの実状 中野貴司･櫻井實(三重大学医学部小児科) 神谷齊(国立療養所三重病院)


	シンポジウムⅢ
	「発展途上国における保健医療協力」 総括:北林晴美(国際協力事業団医療協力部)
	病院プロジェクトと衛生行政のかかわり－南米におけるこれら流行の経験から－ 田邊穰(国立国際医療センター国際医療協力局)
	WORK TOGETHER, LEARN TOGETHER 中村安秀(東京大学医学部小児科)
	病院協力の役割 三好知明･仲佐保･新崎康博･田辺穰･喜多悦子･我妻堯(国立国際医療センター国際医療協力局)
	NGOによる保健･医療協力－地域保健システムづくりと参加－ 本田徹･工藤芙美子･石松義弘･本橋栄(国際保健協力市民の会)


	シンポジウムⅣ
	「AIDSとヒトレトロウイルスに対する世界戦略」
	SEXUAL BEHAVIOR OF YOUNG JAPANESE WOMEN TOURISTS IN SOUTHERN THAILAND AND RISK FOR HIV INFECTION Sairudee Vorakititphokatorn, Ph. D. (Mashidol University, Thailand.) Richa A. Cash(Harvard Institute for International Development, U.S.A.) Toru Chosa Yoshiki Sakurai (National Medical Center, Japan)
	日本におけるAIDS/HIVに関する知識,態度,行動,およびその予防教育 田島和雄(愛知県がんセンター研究所疫学部)
	WHOのエイズ予防世界戦略 玉城英彦(Global Progamme on AIDS WHO, Geneva, Switzerland)
	HIVに対する免疫応答とその賦活 －ウイルス特異的キラーT細胞を誘導するワクチンの開発をめざして－ 高橋秀実(日本医科大学微生物学免疫学教室)


	パネルディスカッションⅠ
	「JICAにおける世界医療援助について－東南アジアでの教育効果－」 総括:神崎保(鹿児島大学医学部皮膚科) 小川秀興(順天堂大学医学部皮膚科)
	THE ROLE OF THAILAND IN THE DIPLOMA COURSE IN DERMATOLOGY Preya Kullavanijaya(Institute of Dermatology, Bangkok, Thailand)
	タイの第三国集団研修(皮膚病学)に参加して－機材(電子顕微鏡)の供与を事例として－ 鈴木啓之(駿河台日本大学病院皮膚科)
	INTERNATIONAL POST GRADUATE TRAINING PROGRAMS IN DERMATOLOGY IN ASIA AND PACIIC OCEANIC COUNTRIES Khalid Iqbal Butt (Dermatology Department, Juntendo University, Tokyo/Punjab Medical College Hospital, Faisalabad, Pakistan)


	パネルディスカッションⅡ
	「タイにおける保健医療活動の評価」
	タイ国における工業化に伴う保健衛生問題 高野健人(東京医科歯科大学医学部公衆衛生学教室)
	タイにおける結核対策－保健医療活動の評価として－ 松田正己((財)結核予防会結核研究所国際協力部)
	タイにおける学校保健での国際保健協力－皮膚疾患を通して－ 飯泉陽子(日本医科大学東南アジア医学研究会･埼玉医科大学総合医療センター皮膚科) 宗像醇(日本医科大学東南アジア医学研究会) Somboon Suprasert(チェンマイ大学医学部家庭医学)


	ワークショップⅠ
	「発展途上国における結核･ハンセン病対策と国際協力」 総括:後藤正道(国立療養所星塚敬愛園研究検査科) 今泉正臣(国立療養所星塚敬愛園園長)

	ワークショップⅢ
	「国際保健医療教育」 総括:郡司篤章(東京大学) 内山三郎(神戸大学)

	ワークショップⅣ
	「各国医療保険制度について」 HEALTH CARE PROGRAM IN THAILAND Nantawan Antarasena, Ph.D.(Department of Human Resource Faculty of Economics Ramkhamhaeng University Huamark, Bangkok, Thailand.)

	ワークショップⅤ
	「看護保険医療分野の目を通したJOCVの活動」 総括:柿川房子(佐賀医科大学看護学科)

	ワークショップⅥ
	「医療研修生受け入れ体制の問題点」 総括:武弘道(鹿児島市立病院院長) 喜多悦子(国立国際医療センター)

	一般
	JUVENILE LARYNGEAL PAPILLOMATOSIS IN THAILAND Masaru Ohyama, Shigeru Furuta, Shunrou Sonoda, Hiroki Yoshida, Hiroshi Oda, Toshinobu Fujiyoshi, Kazuyoshi Ueno, Masato Ushikai, Motoko Kono (Kagoshima University), Soontorn Antarasena, Phakdee Sannikorn (Rajvithi Hospital, Bangkok), Acharee Sorasuchart (Chiang Mai University, Chaing Mai, Thailand)




